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同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
宮
澤
将
之

で
す
。
月
並
み
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
年
度
も
こ
の
会
報
を
お
届

け
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
我
ら

が
宮
城
県
富
谷
高
等
学
校
が
創
立

30
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
周

年
記
念
事
業
の
立
案
、
及
び
実
行

に
お
い
て
先
生
方
や
在
校
生
と
そ

の
御
父
兄
の
方
々
全
て
の
方
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。無
事
、

周
年
記
念
事
業
を
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
、
富
谷
高
校
の
歴
史
に
新

た
な
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
心
か
ら
感
謝

を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
周
年
行
事
の
ご
挨
拶
で

触
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
は
今

年
で
30
歳
に
な
り
ま
す
の
で
、
実

は
富
谷
高
校
の
創
立
と
同
時
期
に

生
ま
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
年
月
を
通
過

し
て
き
た
身
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

30
年
と
い
う
年
月
は
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
私
く
ら
い

の
小
さ
い
お
じ
さ
ん
に
な
る
時
間

に
相
当
す
る
わ
け
で
す
が
、
富

谷
高
校
に
お
き
か
え
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

 

３
コ
ー
ス
体
制
（
現
在
は
類
型

選
択
）
や
、
個
々
の
進
学
希
望
に

応
じ
た
学
習
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
加
盟
に
よ
る
国
際
的
な
視
野
の

育
成
等
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

魅
力
と
な
り
、
そ
の
地
位
を
確
立

し
て
き
ま
し
た
。
高
校
の
魅
力
が

大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
イ
ン
フ
ラ

の
拡
充
や
、移
り
住
む
人
の
増
加
、

衣
食
住
の
需
要
に
対
す
る
施
設
の

拡
充
、
更
に
は
医
療
体
制
の
整
備

等
、
周
囲
を
巻
き
込
み
、
大
き
く

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
近
年
は
生
徒
数
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
ク
ラ
ス
数
や
コ
ー
ス

体
制
を
変
更
す
る
等
、
変
容
が
必

要
な
の
も
事
実
で
す
。
こ
れ
は
、

国
全
体
で
少
子
化
や
超
高
齢
社

会
、
不
景
気
等
の
問
題
が
身
近
な

と
こ
ろ
ま
で
影
を
落
と
し
て
い
る

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
多
く
の
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
が
、
富
谷
高
校
は
そ
ん

な
社
会
を
生
き
抜
く
糧
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
学
校
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
自
然
と
調
和
の
取
れ
た
環

境
の
元
、
教
育
に
前
向
き
で
熱
心

な
先
生
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
、
明

る
い
校
風
の
元
、
勉
強
だ
け
で
は

な
く
、
他
者
理
解
を
育
む
機
会
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

社
会
に
は
様
々
な
思
想
や
考
え

を
持
つ
人
が
い
て
、
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
手
を
取
り
合
う
こ
と
も

あ
れ
ば
、
意
見
の
交
換
や
議
論
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
在
校
生
だ
け
で
な

く
、
将
来
入
学
さ
れ
る
学
生
や
す

で
に
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方
に
は
、

是
非
と
も
学
び
の
知
識
だ
け
で
な

く
、高
校
で
培
っ
た
他
者
の
理
解
、

協
調
を
通
じ
て
社
会
で
活
躍
す
る

存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。
今
後
の
富
谷
高
校

の
更
な
る
繁
栄
を
願
い
つ
つ
、
同

窓
会
報
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ

り
本
校
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
特
に
、
今
年
度
（
令
和

六
年
度
）
本
校
は
創
立
三
十
一
年

目
を
迎
え
、
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
の
も
と
、
三
十
周
年
記

念
事
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
令
和
六
年
十
一
月

一
日
、
仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ

テ
ィ
21
に
て
開
催
し
た
記
念
講
演

会
を
も
っ
て
事
業
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
私
た
ち
は
総
勢
四
十

名
を
超
え
る
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
事
業
内
容
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
。
委
員
長
は
同
窓
会
会
長

の
宮
澤
将
之
さ
ん
、
副
委
員
長
は

父
母
教
師
会
会
長
の
佐
藤
昇
一
さ

ん
、
同
窓
会
副
会
長
の
菅
原
千
洋

さ
ん
、
本
校
の
鶏
徳
雅
宏
教
頭
、

事
務
局
長
は
本
校
の
鈴
木
信
隆
主

幹
教
諭
が
務
め
ま
し
た
。
記
念
事

業
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
20
周
年
か
ら
30
周
年
に
か

け
て
、
本
校
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
、
学
校
長
、
父
母
教
師

会
会
長
、
同
窓
会
会
長
の
皆
さ
ま

に
感
謝
状
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
在
校
生
に
関

係
す
る
こ
と
で
は
、
記
念
ロ
ゴ
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
二
年
生
山

内
星
奈
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
、
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
に

よ
る
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
制
作
に
も

取
り
組
み
、
そ
の
作
品
が
完
成
し

全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
と
感
嘆
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
記
念
講
演

会
前
日
の
十
月
三
十
一
日
に
は
、

新
調
さ
れ
た
校
歌
の
音
源
の
お
披

露
目
が
あ
り
、
そ
の
日
の
夕
方
に

は
記
念
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

素
敵
な
花
火
が
記
念
す
べ
き
時
を

美
し
く
彩
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
十
一
月
一
日
の
記
念
講
演
会

は
、
講
師
に
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
安
田
菜
津
紀
さ
ん
を
お
迎

え
し
、「
共
に
生
き
る
と
は
何
か
」

と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
安
田
さ
ん
は
貧
困
や

紛
争
な
ど
に
よ
り
、
命
の
危
険
が

脅
か
さ
れ
る
国
々
を
取
材
し
た
経

験
を
も
と
に
、
そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
苦
労
や
悲
し
み
を
私
た
ち

に
訴
え
か
け
て
き
ま
し
た
。
質
疑

応
答
の
場
面
で
は
、
真
っ
先
に
質

問
し
た
の
が
同
窓
会
長
の
宮
澤
さ

ん
で
す
。「
講
演
を
き
っ
か
け
に

紛
争
や
差
別
に
関
す
る
情
報
へ
の

接
し
方
が
変
わ
っ
た
。
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
？
」
こ
の
質

問
を
き
っ
か
け
に
、
二
人
の
生
徒

が
続
き
、「
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

見
て
も
差
別
や
争
い
は
な
く
な
ら

な
い
。
打
開
策
は
あ
る
の
か
？
」

「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の

話
を
聞
い
て
い
て
思
っ
た
。
一
国

家
で
二
民
族
は
共
存
で
き
る
の

か
？
」
な
ど
、
本
質
的
で
核
心
を

突
く
質
問
を
す
る
と
、
安
田
さ
ん

も
真
剣
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

重
要
な
の
は
私
た
ち
の
「
あ
り
よ

う
」
と
の
こ
と
。
食
や
文
化
を
通

じ
て
交
流
し
理
解
し
合
う
こ
と
、

人
権
を
尊
重
し
て
区
別
し
な
い
こ

と
、
政
府
や
国
際
組
織
を
し
っ
か

り
監
視
し
て
お
か
し
い
こ
と
に
は

声
を
上
げ
る
こ
と
…
な
ど
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
劇
的
に
変
わ
る

こ
と
は
な
い
が
、
少
し
ず
つ
で
も

変
え
て
い
け
る
と
い
う
言
葉
を
胸

に
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加
盟

し
て
い
る
本
校
の
生
徒
た
ち
は
、

今
後
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
一
節
に

あ
る
「
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と

り
で
を
築
く
」
た
め
に
行
動
し
て

く
れ
る
こ
と
と
だ
思
い
ま
す
。
本

校
の
記
念
講
演
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
す
ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。

30
年
の
重
み
に

つ
い
て
考
え
た
年

校 長

田渕 龍二
校 長

田渕 龍二

同窓会会長

宮澤 将之
同窓会会長

宮澤 将之

三
十
周
年
記
念

事
業
へ
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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監　査　報　告
通帳及び関係書類を監査したところ、いずれも適正に処理されている事を報告いたします。
令和６年５月28日

項目
1　収入の部 （単位：円） （単位：円）

予算額 決算額 比　較 摘　　要
１会　費
２繰越金
３雑収入
　合　計

　
前年度より繰越

1,420,200
225,072

28
1,645,300

1,382,400 
225,072 

0 
1,607,472 

△ 37,800 
0 

△ 28 
△ 37,828 

項目
2　支出の部

予算額 決算額 残　額 摘　　要
2　支出の部

1　運営費

2　事業費

3　予備費
　　合　計

（1）会議費
（2）事務費
（3）需用費
（4）旅　費

（1）総会費
（2）広報活動費
（3）遠征費補助
（4）記念品費
（5）慶弔費
（6）積立費

役員会会議費
会長印（縦）新調
コピー用紙代等
役員会等旅費

総会開催経費

部活動遠征費補助
卒業記念品、新入生校章

周年記念事業積立
創立30周年記念事業準備委員会関係

115,000
15,000
70,000
10,000
20,000

1,485,000
5,000

830,000
150,000
280,000

20,000
200,000

45,300
1,645,300

37,412 
5,964 
7,370 

11,670 
12,408 

1,554,850 
672

 961,992 
150,000 
219,472
22,714 

200,000 
0 

1,592,262 

△ 77,588 
△ 9,036 

△ 62,630 
1,670 

△ 7,592 
69,850 

△ 4,328 
131,992 

0 
△ 60,528 

2,714 
0 

△ 45,300 
△ 53,038 

項目
2　支出の部

予算額 前年度予算額

前年度予算額

摘　　要

前年度繰越金 今年度繰入金

1　運営費

2　事業費

3　予備費
　　合　計

（1）会議費
（2）事務費
（3）需用費
（4）旅　費

（1）総会費
（2）広報活動費
（3）遠征費補助
（4）記念品費
（5）慶弔費
（6）積立費

役員会会議費
役員会・総会案内はがき等
コピー用紙代等
役員会旅費

総会開催経費

部活動遠征費補助
卒業記念品、新入生校章

周年記念事業積立

20,000
5,000
5,000
5,000
5,000

1,410,000
5,000

830,000
150,000
320,000

5,000
100,000

1,810
1,431,810

7,641,239 200,000
預金利息 今年度解約

92
積立金累計
5,641,2395,640,770

総収入額 総支出額
3　残　額

差引残額
1,607,472 1,592,262 15,210 ※次年度へ繰越

115,000
15,000
70,000
10,000
20,000

1,485,000
5,000

830,000
150,000
280,000

20,000
200,000

45,300
1,645,300

△ 95,000
△ 10,000
△ 65,000

△ 5,000
△ 15,000
△ 15,000

0
0
0

40,000
0

△100,000
△43,490

△213,490

項目
1　収入の部

予算額 摘　　要
１会　費
２繰越金
３雑収入
　合　計

@1,800円×787名
前年度より繰越

1,416,600
15,210

0
1,431,810

1,420,200
225,072

28
1,645,300

△ 3,600
△209,862

△ 28
△213,490

令和5年度宮城県富谷高等学校同窓会決算報告書 令和6年度宮城県富谷高等学校同窓会予算書

比較増減

4　積立金

比較増減

（1期）@900×789名 
（2期）@900×786名
転退学返金 14名

データ管理費、ホームページ管理費、
会報発行経費等

令和5年度事業報告

R5．7．14（金）

R5．3． 1（金）

R6．2．29（木）

R4．8．11
（金・山の日）

決算案、事業報告案、事業計画案
同窓会総会などに関する審議

決算案、事業報告案、事業計画案
などに関する審議

決算案、事業報告案、事業計画案
同窓会総会などに関する審議
決算案、事業報告案、事業計画
案などに関する審議

役員紹介、同窓会活動
内容の紹介等

役員紹介、同窓会活動
内容の紹介等

第1回役員会

第26回総会

第2回役員会
同窓会入会式

同窓会報第25号発行 同窓会報第26号発行

開催日 事　業　名 内　容　等
令和6年度事業計画

R6．7． 5（金）

R6．8． 3（土）

R611． 1（金）

R6．3． 1（土）

R7．2．28（金）

第1回役員会

第27回総会

30周年記念講演会

第2回役員会
同窓会入会式

開催日 事　業　名 内　容　等

監　　事

監　　事

データ管理費、ホームページ管理費、
会報発行経費等

　

今
年
度
の
ユ
ネ
ス
コ
委
員
会
で
は
〝
届

け
よ
う
、
服
の
チ
カ
ラ
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ヘ
の
参
加
呼
び
か
け
と
し
て
『
Ｏ
Ｈ
！
バ

ン
デ
ス
』
へ
出
演
し
、
前
年
度
よ
り
大
規

模
に
協
力
の
呼
び
こ
み
を
行
い
、
子
ど
も

服
の
回
収
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み

に
は
「
泉
区
民
ふ
る
さ
と
祭
り
」
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
富
谷
高
校
三
十
周
年

の
記
念
講
演
で
の
会
場
準
備
や
片
付
け
な

ど
を
行
い
、
前
年
度
に
も
増
し
て
活
発
に

多
く
の
活
動
が
で
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

富
谷
高
校
は
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
示
さ
れ

た
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
や
目
的
を
学
校
活
動

の
あ
ら
ゆ
る
面
に
位
置
づ
け
、「
児
童
生

徒
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」

こ
と
を
目
指
す
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
で

す
。
そ
の
活
動
と
し
て
、
私
た
ち
は
ユ
ニ

ク
ロ
・
Ｇ
Ｕ
が
主
催
す
る”

届
け
よ
う
、

服
の
チ
カ
ラ“

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
着
な

く
な
っ
た
子
ど
も
服
を
回
収
し
て
、
難
民

の
子
ど
も
た
ち
な
ど
世
界
中
で
服
を
本
当

に
必
要
と
す
る
人
々
に
届
け
る
活
動
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
三
五
七
一
校
、

の
べ
三
八
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
約
五
四
〇
万
着
の
寄
付
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
富
谷
高
校
で
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
広
め
る
た
め
に
、
近
隣
の
幼
稚
園

や
小
学
校
を
訪
問
し
、
出
前
授
業
な
ど
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

代
わ
り
校
内
で
の
活
動
を
重
点
的
に
行
い

ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
委
員
会
は
、
来
年
度
も
服
の

チ
カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
も
、
ユ
ネ
ス
コ

委
員
会
に
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
三
年
生
七
名
、

二
年
生
十
名
、
一
年
生
七
名
の
計
二
十
四

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
年
間
の
主
な

活
動
は
、
五
月
の
定
期
演
奏
会
、
七
月
の

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
秋
の
マ
ー
チ
ン
グ

大
会
、
十
二
月
の
ア
ン
サ
ン
プ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

定
期
演
奏
会
は
今
年
度
で
二
十
九
回
を

迎
え
ま
し
た
。
二
・
三
年
生
が
中
心
と
な

り
、
約
半
年
の
準
備
を
経
て
ス
テ
ー
ジ
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
来
場
し
た

多
く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。
演
奏
会
本
番
を
迎
え
る
ま
で
の
道

の
り
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
や
大
変
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
部
員
同
士
で
助

け
合
い
、
よ
り
良
い
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
目
標
と
し

て
い
た
金
賞
に
は
一
歩
及
ば
ず
銀
賞
と
い

う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
来
年
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
繋
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

秋
の
マ
ー
チ
ン
グ
大
会
で
は
、
マ
ー
チ

ン
グ
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
日
々
練
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
何
と
か
部
員
全
員
で
協
力
し
合
っ
て

本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
向
け
て
、
今
年
度
の
反
省
点

を
改
善
し
て
よ
り
良
い
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
部
員
一
同
、
切
磋
琢
磨
し
合
い
な
が

ら
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ユ
ネ
ス
コ
委
員
会

委
員
長　

三
年
二
組　

佐
々
木　

由
理

吹
奏
楽
部部

長　

二
年
七
組　

高
橋　

美
汐
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■
硬
式
野
球
部

　
〈
春
季
北
部
地
区
予
選
〉

　
　

富
谷　

９
―
２　

中
新
田

　
　

富
谷　

３
―
２　

加
美
農

　
〈
第
18
回
秋
季
宮
城
県
高
等
学
校
野
球
北
部
地
区
大
会
〉

　
　

１
回
戦　

富
谷　

５
―
４　

大
崎
中
央

　
　

２
回
戦　

富
谷　

２
―
12　

古
川
学
園

　
　

敗
者
復
活
戦　

富
谷　

１
―
０　

利
府

　
　

代
表
決
定
戦　

富
谷　

２
―
３　

古
川

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

２
回
戦　

富
谷
・
館
山
・
松
陵
０
―
８
小
牛
田
農
林

　
〈
県
新
人
大
会
〉

　

１
回
戦　
泉
館
山
・
尚
絅
・
泉
松
陵
・
富
谷
８
―
15
石
巻
好
文
館

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

１
回
戦　

富
谷　

91
―
29　

小
牛
田
農
林

　

２
回
戦　

富
谷　

39
―
96　

利
府

　
〈
県
新
人　

仙
塩
地
区
予
選
〉

　

リ
ー
グ
戦　
　
　

富
谷　

63
―
46　

尚
絅
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　

富
谷　

54
―
84　

仙
台
南

　

代
表
決
定
戦　
　

富
谷　

44
―
57　
東
北
学
院
榴
ヶ
岡

　
　
　
　
　
　
　
　

富
谷　

50
―
73　

仙
台
商
業

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

　
〈
県
新
人　

仙
塩
地
区
予
選　

予
選
リ
ー
グ
〉

　

富
谷　

45
―
114　

常
盤
木

　

富
谷　

46
―
56　

仙
台　
　
　

予
選
敗
退

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

１
回
戦　

富
谷　

２
―
０　

大
河
原
産
業

　

２
回
戦　

富
谷　

０
―
２　

気
仙
沼

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

１
回
戦　

富
谷　

２
―
０　

気
仙
沼
高
校

　

２
回
戦　

富
谷　

２
―
０　

石
巻
高
校

　

３
回
戦　

富
谷　

０
―
２　

仙
台
商
業
高
校

　
（
ベ
ス
ト
16
）　

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
男
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

学
校
対
抗
戦

　

１
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

聖
和
学
園

　

個
人
対
抗
戦

　

ダ
ブ
ル
ス

　

３
回
戦
進
出　

三
野
宮
・
武
田

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

４
回
戦
進
出　

今
野
（
ベ
ス
ト
32
）

　

２
回
戦
進
出　

千
坂
、
土
田

　
〈
県
新
人
大
会
〉

　

学
校
対
抗
戦

　

１
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

仙
台

　

個
人
対
抗
戦

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

３
回
戦
進
出　

宮
竹

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
女
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

学
校
対
抗
戦　

　

１
回
戦　

富
谷　

３
―
１　

泉
館
山

　

２
回
戦　

富
谷　

３
―
１　

仙
台

　

３
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

ウ
ル
ス
ラ 

　
（
ベ
ス
ト
16
）

　

個
人
対
抗
戦

　

ダ
ブ
ル
ス

　

２
回
戦
進
出　

中
山
・
川
嵜
、服
部
・
熱
海

　

３
回
戦
進
出　

三
田
村
・
髙
橋
、後
藤
・
川
崎　
　

  

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

２
回
戦
進
出　

後
藤
、
川
崎

　

３
回
戦
進
出　

三
田
村

　
〈
県
新
人
大
会
〉

　

学
校
対
抗
戦

　

１
回
戦　

富
谷　

３
―
２　

佐
沼

　

２
回
戦　

富
谷　

３
―
１　

古
川
黎
明

　

３
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

東
北

　
（
ベ
ス
ト
16
）

　

個
人
対
抗
戦

　

ダ
ブ
ル
ス

　

２
回
戦
敗
退　

髙
橋
・
日
下
、
川
嵜
・
猿
子

　

３
回
戦
敗
退　

熊
谷
・
岩
渕

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

２
回
戦
敗
退　

髙
橋
、
日
下

■
陸
上
競
技
部

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　
【
男
子
】　

　

５
０
０
０
ｍ
競
歩

　
　

第
３
位　

成
田
（
東
北
大
会
出
場
）

　
　

第
８
位　

桑
原

　

走
高
跳

　
　

第
２
位　

吉
田
（
東
北
大
会
出
場
）

　

ハ
ン
マ
ー
投

　
　

第
４
位　

小
山
内
駿
斗
（
東
北
大
会
出
場
）

　
【
女
子
】

　

５
０
０
０
ｍ
競
歩

　
　

第
１
位　

遠
藤
（
東
北
大
会
出
場
）

　

ハ
ン
マ
ー
投　

第
５
位　

久
保
田

　
　
　
　
　
　
　

第
７
位　

勢
田

　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

山
寺

　

円
盤
投　
　
　

第
８
位　

渡
邉

　
〈
県
新
人
〉

　
【
男
子
】　

　

５
０
０
０
ｍ
競
歩

　
　

第
２
位　

成
田
（
東
北
新
人
大
会
出
場
）

　

走
高
跳

　
　

第
１
位　

吉
田
（
東
北
新
人
大
会
出
場
）

　

ハ
ン
マ
ー
投

　
　

第
３
位　

小
山
内
（
東
北
新
人
大
会
出
場
）

　
【
女
子
】

　

５
０
０
０
ｍ
競
歩　

第
７
位　

平
尾

　

ハ
ン
マ
ー
投　
　
　

第
４
位　

山
寺

　

七
種
競
技　
　
　
　

第
７
位　

戸
川

■
弓
道
部

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　
【
団
体
戦
】

　

男
子　

予
選
敗
退

　

女
子　

準
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
８
）

　
【
個
人
戦
】

　

男
子　

舩
木　
　

諒　

準
々
決
勝
進
出

　

女
子　

三
本
木
和
奏　

決
勝
進
出

　
（
ベ
ス
ト
８
）

　

渡
邊　

礼
菜　

決
勝
進
出　

第
５
位
入
賞

　
（
東
北
大
会
出
場
）

　

第
54
回
東
北
高
等
学
校
弓
道
選
手
権
大
会
（
山
形
）

　

女
子
個
人
戦　

渡
邊
礼
菜　

予
選
８
射
４
中　
　

　
〈
県
新
人
大
会
〉

　
【
団
体
戦
】

　

男
子　

準
々
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

　

女
子　

準
々
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

　
【
個
人
戦
】

　

男
子　

日
野　

準
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
12
）

■
剣
道
部

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　
【
男
子
】

　

団
体
戦　

予
選
リ
ー
グ
戦

　
　

富
谷　

０
―
５　

小
牛
田
農
林　

　
　

富
谷　

５
―
０　

名
取
（
不
）

　

個
人
戦　

２
回
戦
進
出　

相
澤

　
【
女
子
】

　

団
体
戦　

予
選
リ
ー
グ
戦　

　
　

富
谷　

０
―
２　

仙
台
南　
　

　
　

富
谷　

０
―
４　

仙
台
二
華

　

個
人
戦　

２
回
戦
進
出　

関
根

　
〈
県
新
人
大
会
〉

　
【
男
子
】

　

団
体
戦　

予
選
リ
ー
グ
戦

　
　

富
谷　

１
―
３　

宮
城
農

　
　

富
谷　

３
―
２　

白
石
工

　

個
人
戦　

２
回
戦
進
出　

相
澤

　
【
女
子
】

　

団
体
戦　

予
選
リ
ー
グ
戦

　
　

富
谷　

０
―
５　

仙
台　

　
　

富
谷　

１
―
４　

仙
台
二

■
硬
式
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

団
体
戦

　
　

１
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

泉

　

個
人
戦

　

シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

３
回
戦
進
出　

石
川
翔
蒼
、
伊
東
大
輝

　
　

２
回
戦
進
出　

石
森
悠
大
、
工
藤
理
樹

　

ダ
ブ
ル
ス

　
　

３
回
戦
進
出　

石
川
・
石
森
、伊
東
・
原
田

　
〈
県
新
人
戦
〉

　

団
体
戦

　
　

１
回
戦　

富
谷　

３
―
１　

仙
台
南

　
　

２
回
戦　

富
谷　

０
―
５　

東
北
学
院

　

個
人
戦

　

ダ
ブ
ル
ス

　
　

３
回
戦
進
出　

伊
東
・
原
田
、石
森
・
佐
藤

　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

３
回
戦
進
出　

石
川

　
　

２
回
戦
進
出　

山
田

■
硬
式
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

団
体
戦

　
　

１
回
戦　

富
谷　

１
―
２　

宮
城
学
院

　

個
人
戦

　

ダ
ブ
ル
ス

　
　

３
回
戦
進
出　

山
内
・
前
田

　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

３
回
戦
進
出　

山
内
若
菜
、
菊
地
菜
杏

　
〈
県
新
人
戦
〉

　

団
体
戦

　
　

２
回
戦　

富
谷　

１
―
４　

仙
台
一

　

個
人
戦

　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

２
回
戦
進
出　

前
田
、
青
島

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

団
体
戦　

    

１
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

柴
田    

　
〈
県
新
人
戦
〉

　

団
体
戦

　

１
回
戦　

富
谷
高
校
２
―
１
登
米
総
合

　

２
回
戦　

富
谷
高
校
０
―
２
宮
城
一

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

団
体
戦　

    

１
回
戦　

富
谷　

３
―
０　

仙
台
東

    

２
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

宮
城
学
院

　

個
人
戦　

　

３
回
戦
進
出　

佐
藤
は
・
北
園

　

２
回
戦
進
出　

阿
部
・
清
藤　
　
　

　
〈
県
新
人
戦
〉

　

団
体
戦

　

１
回
戦　

富
谷
高
校
３
―
０
仙
台
西

　

２
回
戦　

富
谷
高
校
１
―
０
多
賀
城

　

３
回
戦　

富
谷
高
校
０
―
２
古
川
学
院

　

イ
ン
ド
ア
決
定
戦　

富
谷
高
校
１
―
２
築
館

　

個
人
戦　

３
回
戦
進
出　

佐
藤
は
・
北
園

　
　
　
　
　

２
回
戦
進
出　

山
中
・
八
巻

■
卓
球
部
（
男
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

学
校
対
抗
戦			




　

２
回
戦　

富
谷　

３
―
２　

多
賀
城　

	

　

３
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

聖
和
学
園

　
（
ベ
ス
ト
16
）　

　

シ
ン
グ
ル
ス　
　

　

２
回
戦　
　
　
　
　

 

髙
橋

　
〈
県
新
人
戦
〉

　

２
回
戦　
　

富
谷　

１
―
３　

仙
台
二

■
卓
球
部
（
女
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

学
校
対
抗
戦	

　

２
回
戦　

富
谷　

３
―
１　

仙
台	

　

３
回
戦　

富
谷　

０
―
３　

聖
和
学
園　

　

シ
ン
グ
ル
ス		



　

３
回
戦
進
出　

山
本
（
暖
）、
山
本
（
葉
）

　

２
回
戦
進
出　

佐
藤	

　

２
回
戦　
　
　

宮
澤
、
阿
部
、
青
砥

　
〈
県
新
人
戦
〉

　

学
校
対
抗
戦

　

１
回
戦　
　

富
谷　

３
―
０　

石
巻
桜
坂

　

２
回
戦　
　

富
谷　

０
―
３　

塩
釜

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

２
回
戦
敗
退　

山
本
（
ベ
ス
ト
64
）、
熊
谷

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

１
回
戦　
　

富
谷　

15
―
18　

仙
台
向
山

　
〈
県
新
人
戦
〉

　

１
回
戦　
　

富
谷　

27
―
13　

東
北
学
院

　

２
回
戦　
　

富
谷　

17
―
18　

仙
台
三

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

　
〈
県
高
校
総
体
〉

　

１
回
戦　
　

富
谷　

28
―
０　

宮
城
一

　

準
々
決
勝　

富
谷　

６
―
27　

仙
台
南

　
（
ベ
ス
ト
８
）　

　
〈
県
新
人
戦
〉

　

１
回
戦　
　

富
谷　

23
―
７　

宮
城
一

　

準
々
決
勝　

富
谷　

５
―
30　

聖
和
学
園

　
（
ベ
ス
ト
８
）

■
吹
奏
楽
部

　

宮
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
36
回
多
賀
城
・　

　

石
巻
地
区
大
会 　

小
編
成
の
部　

銀
賞

　

第
53
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー　

　

リ
ン
グ
東
北
大
会　

  　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
門　

小
編
成　

銀
賞　
　
　

■
弦
楽
合
奏
部

　

宮
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
参
加

　

全
日
本
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
タ
参
加

■
合
唱
部

　

第
76
回
宮
城
県
合
唱
祭
参
加

　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
１
０
０
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス　

　

テ
ィ
バ
ル
参
加

■
文
芸
部

　

文
集
『
陽
粒
第
27
号
』
編
集
・
発
行

　

第
21
回
宮
城
県
高
等
学
校
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

詩
部
門　
　
　
　

３
年　

澤
村
入
選

　
　

短
歌
部
門　
　
　

１
年　

工
藤 

入
選　
　

　
　

俳
句
部
門　
　
　

１
年　

佐
藤 

入
選

　
　

文
芸
部
誌
部
門　
『
陽
粒
第
27
号
』
優
良
賞　

■
写
真
部

　

第
31
回　

宮
城
県
高
等
学
校
写
真
展　

出
品

　
（
10
作
品
）

■
美
術
部

　

第
25
回
高
校
生
国
際
美
術
展　

　

奨
励
賞　

小
野
寺

　

佳
作
賞　

熊
谷
、
髙
平

　

第
41
回
泉
・
黒
川
地
区
高
等
学
校
美
術
展　
　
　

　
　

ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞　

梅
津

　
　

優
秀
賞
＋
特
別
賞　

泉
谷
、
小
野
寺

　
　

優
秀
賞　

髙
橋
、
三
浦

　
　

奨
励
賞　

武
井
、
高
平
、
芳
賀

■
演
劇
部

　

宮
城
県
高
等
学
校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

　

泉
・
塩
釜
地
区
大
会

　
　
『
あ
し
た
は
来
る
』
上
演　

優
良
賞

■
茶
華
道
部

　

第
37
回
児
童
生
徒
学
生
茶
会 

参
加

　

御
免
状
授
与
［
裏
千
家 

初
級
（
入
門
・
小
習
・

　

茶
箱
点
）
※
３
年
生
］

■
Ｅ
Ｃ
Ｃ
国
際
部

　

全
国
国
際
教
育
研
究
大
会

　

宮
城
県
国
際
教
育
研
究
会
主
催
英
語
弁
論
大
会

■
ダ
ン
ス
部

　

宮
城
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
ダ
ン
ス
専
門
部
主
催

　

第
32
回
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
出
場

　

BLAN
CH

仙
台X

m
asM

usicN
ight

出
場

■
イ
ラ
ス
ト
同
好
会

　

第
41
回
泉
・
黒
川
地
区
高
等
学
校
美
術
展　

　

１
～
３
年
共
同
作
品
出
品

　

富
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

　

ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
選
考
会　

優
秀
賞　

佐
伯

　

大
和
警
察
署
～
「
闇
バ
イ
ト
」
注
意
喚
起
啓　

　

発
イ
ラ
ス
ト
作
成

■
囲
碁
・
将
棋
同
好
会

　

第
60
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
宮
城
県

　

予
選
大
会
参
加

　

第
41
回
宮
城
県
高
等
学
校
将
棋
新
人
戦
参
加

■
Ｊ
Ｒ
Ｃ
同
好
会

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
リ
ー
ブ
ス
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

赤
十
字
奉
仕
団
基
礎
研
修
・
赤
十
字
防
災
セ

　

ミ
ナ
ー
参
加



令
和
七
年
度

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

令
和
七
年
度

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

令
和
七
年
度

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

　
今
年
度
の
同
窓
会
総
会
も
、

富
谷
高
校
の
人
文
講
義
室
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日

時
は
現
在
の
と
こ
ろ
令
和
７
年

８
月
２
日
（
土
）
14
時
か
ら
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は

決
定
次
第
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
連
絡
し
ま
す
。

　
内
容
は
前
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
今
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て
の

審
議
な
ど
で
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
富
谷
高
校
同
窓
会

で
は
、
年
１
回
発
行
し
て
い
る

同
窓
会
報
を
会
員
の
皆
様
に
郵

送
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
昨
今
の
郵
送
料
の
値
上
げ

や
会
員
数
の
増
加
に
伴
い
、
現

状
で
は
同
窓
会
報
の
発
行
が
同

窓
会
会
計
を
圧
迫
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
同

窓
会
の
活
動
や
在
校
生
の
様
子

を
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す

べ
く
同
窓
会
報
の
製
作
は
続
け

る
も
の
の
、
会
報
は
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

も
っ
て
発
行
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　　
今
年
度
は
富
谷
高
校
開
校
31

年
目
、30
周
年
記
念
事
業
本
番
の

年
で
あ
り
、先
日
行
わ
れ
た
記
念

講
演
会
で
は
多
く
の
卒
業
生
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、同
じ
く
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
記
念
花
火
の

打
ち
上
げ
で
は
、自
由
参
加
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
在
校
生

の
多
く
が
参
加
し
、地
域
の
方
々

と
共
に
花
火
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
事
業
に

対
し
、同
窓
会
も
微
力
な
が
ら
支

援
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と

共
に
、こ
れ
か
ら
も
富
谷
高
校
を

陰
な
が
ら
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
卒
業

生
の
皆
様
、今
後
と
も
同
窓
会
及

び
富
谷
高
校
へ
の
一
層
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮
城
県
富
谷
高
等
学
校

　
　
　
　
　
同
窓
会
　
事
務
局

お
知
ら
せ

 

退
職
さ
れ
た
先
生
方（
教
科
等
）

　
相
澤
　
知
子
　
先
生

　
（
養
護
教
諭
）

転
出
さ
れ
た
先
生
方（
教
科
・
転
出
先
）

　
髙
橋
　
彩
子
　
教
頭

　
（
教
頭
・
仙
台
東
高
校
）

　
山
口
　
　
淳
　
主
幹
教
諭

　
（
地
歴
公
民
・
角
田
高
校
）

　
日
野
　
慎
一
　
先
生

　
（
英
語
・
石
巻
高
校
）

　
徳
江
　
治
彦
　
先
生

　
（
数
学
・
南
郷
高
校
）

　
片
寄
　
昌
子
　
先
生

　
（
保
健
体
育
・
宮
城
野
高
校
）

　
安
藤
　
祥
世
　
先
生

　
（
英
語
・
秋
保
か
が
や
き
支
援
学
校
）

　
二
瓶
恵
美
子
　
事
務
室
長

　
（
図
書
館
　
企
画
管
理
部
）

　
遠
藤
　
　
明
　
主
事

　
（
主
事
・
石
巻
商
業
高
校
）

　
三
浦
　
朱
莉
　
先
生

　
（
国
語
・
私
立
松
韻
学
園
福
島
高
校
）

　
今
野
　
恒
夫
　
先
生

　
（
情
報
・
任
期
終
了
）

転
入
さ
れ
た
先
生
方（
教
科
・
前
任
校
）

　
鶏
徳
　
雅
宏
　
教
頭

　
（
松
島
高
校
）
　

　
富
岡
　
理
世
　
先
生

　
（
名
取
北
高
校
）

　
伊
藤
　
佳
房
　
先
生

　
（
亘
理
高
校
）

　
三
文
字
和
史
　
先
生

　
（
古
川
黎
明
高
校
）

　
関
口
美
江
子
　
先
生
　

　（
宮
城
野
高
校
）

    

根
岸
健
太
郎
　
先
生

　
（
新
規
採
用
）

    

相
原
　
貴
次
　
先
生

　
（
新
規
採
用
）

    

軽
部
る
り
子
　
先
生

　
（
養
護
教
諭
・
光
明
支
援
学
校
）

　
加
藤
　
友
香
　
事
務
室
長

　
（
仙
台
二
華
高
校
）

　
小
野
　
名
菜
　
主
事

　
（
新
規
採
用
）

　
橋
本
　
青
空
　
先
生

　
（
非
常
勤
講
師
・
新
規
採
用
）

職
員
転
入
出
紹
介

1組

2組

3組

4組

5組

6組

7組

氏　　　名
蜂　谷　佳　明
山　本　暖々香
川　崎　里　渚
下屋敷　心　桜
阿　部　夢　花
新　堀　詩　音
柏　葉　　　咲
村　谷　茉　桜
渋　佐　来　瞳
千　葉　音　愛
菅　原　　　優
吉　田　京一郎
斉　藤　　　陽
佐　藤　万　壽

富谷高校29回生同窓会
クラス委員名簿

同窓会への連絡
問い合わせはこちらまで
富谷高校

電話番号 ０２２（３５１）５１１１

Ｆ Ａ Ｘ ０２２（３５１）５１１２
ホームページ

富谷高校同窓会　で検索

戸　村　正　昭
阿　部　修　一
本　間　大　介

菅　原　真貴子

富谷高等学校同窓会役員（令和５年度）

顧　問
　

参　与
事務局

会　長
副会長
会　計
監　事

幹　事

宮　澤　将　之
菅　原　千　洋
高　山　綾　子
菅　原　麗　瑛
竹　下　幸　子
高　橋　洸　棋
佐　藤　純　子
森　田　麻　絹
千　葉　拓　弥
田　中　千胡与
成　田　亜　優
泉　　　眞　人
我　妻　昴　樹
成　澤　歩　美
草　間　江里子
浅　野　夕　奈
今　野　颯　斗
浅　野　夏　穂
田　口　　　翼
相　原　莉　紗

18回生
３回生
１回生
16回生
１回生
７回生
９回生
11回生
13回生
14回生
15回生
16回生
18回生
20回生
21回生
22回生
23回生
24回生
25回生
26回生

及　川　拓　也
髙　田　友　麻
鈴　木　洋　平
石　川　　　卓
若　生　　　遙
熊　谷　香　里
若　生　あづさ
若　生　圭　佑
佐　藤　隆　介
髙　橋　早智子
遠　藤　和　季
大　沼　　　由
近　藤　由　紀
菅　原　涼　司
郷　湖　亮　佑
佐　藤　里　南
福　島　史　歩

12回生
16回生
１回生
８回生
９回生
12回生
13回生
14回生
16回生
17回生
19回生
20回生
21回生
22回生
24回生
25回生
26回生

和　田　詩　織

品　川　健　志
鈴木（旧：山田）由香
尾　形　祥　平
八　巻　睦　子
吉　川　正　洋
伊　藤　里　奈
瀬　戸　　　優
石　垣　多佳子
渡　部　す　ず
庄　子　亜　美
櫻　井　媛　音
菅　野　勇　成 
加　藤　蒼　梧
新　田　祈　叶
角　田　　　葵

12回生

５回生
８回生
10回生
12回生
14回生
15回生
16回生
18回生
19回生
20回生
21回生
23回生
24回生
25回生
26回生

第五代
第九代

佐々城　　　洋
横　田　宏　明

早　坂　友　里
大　西　智　樹
佐　藤　成　美
谷　口　雄　紀
小　鹿　　　哲
岩　渕　貴　人
黒　田　啓　資
澁　谷　加　奈
櫻　井　智　子
安　倍　愛　乃
小　山　智　之
庄　司　ほのか
石　黒　駿　介
山　崎　楓　月
相　澤　七　海

５回生
９回生
11回生
13回生
14回生
15回生
16回生
18回生
19回生
21回生
22回生
23回生
24回生
25回生
26回生

第三代
第七代
初代会長

総務部

第四代
第八代
二代会長

総務部

初代校長
第六代
第十代
学校長
総務部長

米　竹　克　郎
佐　藤　茂　樹
粟　野　琴　絵
田　渕　龍　二
鈴　木　信　隆

山　田　　　守
小　泉　　　博

井上（旧：菊地）智子

金　　　昌　彦

令和 7年 3月 1日号（4）富谷高等学校 同窓会報


